
 

 

 

原級保留又は最短修業年限を超えた理由についての申立書 

 

 

 

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

                                              

 

 

 

令和  年  月  日  本人署名    ㊞ 

 

 

令和  年  月  日  指導教員署名    ㊞ 

 

 

※上記理由に関する証明書類（例；出産の場合、母子手帳等）を添付すること 

※申立書への記載内容について、状況を確認するために学生生活委員が面接する場合があります 



令和  年  月  日 

 

指導教員 殿 

 

府中地区学生支援室学生生活係 

 

授業料免除関係資料のご依頼（取扱注意） 

 

 貴研究室所属   様にかかる、授業料免除審査の資料として必要になりましたの

で、原級保留又は修業年限を超えるに至りました原因をお教えください。 

 

大学院の論文作成についての所見（左右いずれかに○を入れてください） 

該
当
（
複
数
選
択
可
） 

 ・膨大な資料収集・解析が必要な研究テー

マに取り組んでいることから、論文作成に

時間を要することが明白であり、通常の修

業年限では作成が困難である 

該
当 

・研究論文の未完成が本人の側の事情に

よる場合 

 ・高度な最先端技術の研究に取り組んでい

ることなどから、研究結果に不確かな部分

が多く、研究期間を延長することにより、

学術上、良好な研究結果が望める。 

 ・海外・国内の他の研究施設等での実験施

設・器具の利用がなければ研究成果が得ら

れないなどの理由により、大学において単

位修得が不可能である。 

 ・実験等のデータが研究テーマの方針どお

りのものとならないことから、やむをえず

研究テーマを変更したために論文作成が遅

延している。 

 

特に付記することがございましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

指導教員ご署名            印 


